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フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
の
長
倉
洋
海
さ
ん
を

講
師
に
迎
え
、
文
学
部
人

文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学

科
と
日
本
写
真
家
協
会
の

協
力
講
座
「
報
道
写
真

論
」
（
前
期
）
が
生
田
キ

ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ
た
。

長
倉
さ
ん
は

報
道
写
真

が
持
つ
力
と
可
能
性
を
、

学
生
１
０
０
人
に
語
っ

た
。長

倉
さ
ん
は
、
中
央
ア

ジ
ア
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
、
中
米
エ
ル
サ
ル
バ
ド

ル
な
ど
世
界
の
紛
争
地
や

辺
境
の
地
域
で
、
精
力
的

に
取
材
を
続
け
て
い
る
。

と
く
に
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
の
抵
抗
運
動
の
指
導
者

で
２
０
０
１
年
の
「
９
・

１１
同
時
多
発
テ
ロ
」
直
前

に
暗
殺
さ
れ
た
マ
ス
ー
ド

（
ア
ハ
マ
ド
・
シ
ャ
ー
・

マ
ス
ー
ド
）
と
は
２０
年
に

わ
た
る
親
交
が
あ
っ
た
。
マ

ス
ー
ド
の
写
真
集
『
マ
ス
ー

ド

愛
し
の
大
地
ア
フ
ガ

ン
』
で
第
１２
回
土
門
拳
賞
を

受
賞
し
て
い
る
。

５
月
２８
日
の
講
義
は
、
長

倉
さ
ん
が
担
当
し
た
「
フ
ォ

ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
過

去
・
現
在
・
未
来
―
―
時
代

を
超
え
て
残
る
も
の
を
目
指

し
て
」
（
全
７
回
）
の
最
後

の
授
業
。

長
倉
さ
ん
は
、
２
０
０
６

年
に
フ
ラ
ン
ス
南
部
の
ペ
ル

ピ
ニ
ャ
ン
で
開
催
さ
れ
た
フ

ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
祭
に

参
加
し
た
様
子
と
、
こ
れ
ま

で
撮
影
し
て
き
た
数
十
枚
の

作
品
を
紹
介
し
た
。

エ
ル
サ
ル
バ
ド
ル
の
難
民

キ
ャ
ン
プ
の
少
女
、
ア
マ
ゾ

ン
の
先
住
民
、
パ
ミ
ー
ル
の

子
ど
も
た
ち
、
タ
ク
ラ
マ
カ

ン
砂
漠
、
マ
ニ
旗
に
お
お
わ

れ
た
中
国
・
青
海
省
の
大

地
、
鮮
や
か
な

民
族
衣
装
を
ま

と
っ
た
新
疆
ウ

イ
グ
ル
自
治
区

の
女
性
、
南
ア

フ
リ
カ
の
カ
ラ

ー
ド
の
農
園
、

釧
路
の
炭
鉱
労

働
者
、
山
谷
の

人
々
…
…
。

長
倉
さ
ん
は

一
枚
一
枚
を
撮
影
し
た
時
代

背
景
や
被
写
体
と
の
ふ
れ
あ

い
を
紹
介
。
駆
け
出
し
の
こ

ろ
は
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
に

多
大
な
貢
献
を
し
た
作
品
に

贈
ら
れ
る
「
ピ
ュ
リ
ツ
ァ
ー

賞
」
に
あ
こ
が
れ
、
米
写
真

誌
「
ラ
イ
フ
」
の
誌
面
を
飾

る
こ
と
を
夢
見
て
い
た
が
、

次
第
に
紛
争
地
に
生
き
る
人

々
の
気
持
ち
に
心
を
寄
せ

て
、
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
る
よ

う
に
な
っ
た
。

「
写
真
は
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー

越

し
で
見
る
�
デ
ィ
テ
ー

ル
�
。
そ
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
世
界
が
見
え
て
く
る
。

し
か
し
、
一
面
し
か
伝
え
ら

れ
な
い
と
い
う
の
も
現
実

だ
。
見
え
な
い
部
分
、
伝
え

ら
れ
な
い
と
こ
ろ
ま
で
切
り

込
ん
で
い
く
こ
と
、
想
像
力

を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
大
切

だ
」
と
語
っ
た
。

さ
ら
に
「
人
は
さ
ま
ざ
ま

な
世
界
観
を
も
つ
。
異
な
る

状
況
に
置
か
れ
た
人
々
を
、

我
々
と
『
違
う
』
と
感
じ
る

の
で
は
な
く
、
『
重
な
る
』

も
の
を
見
つ
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
感
情
が
つ
な
が
る
の

で
は
な
い
か
」。

３０
年
以
上
に
わ
た
っ
て
写

真
の
旅
を
続
け
、
激
動
の
世

界
の
人
々
と
の
出
会
い
を
重

ね
て
き
た

長
倉
さ
ん
は
、

フ
ォ
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

の
可
能
性
を
語
り
、
学
生
た

ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。

※
「
報
道
写
真
論
」
の
後
半
（
６
・
７
月
）

は
写
真
家
・
英
伸
三
さ
ん
が
講
義
を
行

う
。
協
力
講
座
と
し
て
今
後
、
夏
期
休
暇

中
に
▽
沖
縄
タ
イ
ム
ス
社
と
の
「
沖
縄
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
、
後
期
に
▽
読
売
新

聞
社
と
の
「
政
治
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
論
」
▽

毎
日
新
聞
社
と
の
「
国
際
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
論
」
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。

「
ま
ち
あ
る
き
」
は
、
５

月
１９
、
２０
両
日
と
同
２６
、
２７

両
日
の
２
回
に
わ
た
っ
て
行

わ
れ
た
。
学
生
１
３
７
人

は
、
「
基
礎
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
」

（
以
下
、
基
礎
ゼ
ミ
）
の
ク

ラ
ス
ご
と
に
分
か
れ
、
担
当

教
員
と
と
も
に
、
そ
れ
ぞ
れ

の
地
域
を
歩
い
た
。

１９
日
、
後
藤
吉
彦
准
教
授

が
担
当
す
る
基
礎
ゼ
ミ
の
学

生
１１
人
の
行
き
先
は
、
東
京

・
新
宿
。
本
ク
ラ
ス
に
は
、

宇
都
榮
子
同
学
部
長
も
同
行

し
た
。

渋
谷
、
池
袋
と
並
ぶ
副
都

心
で
、
日
本
有
数
の
繁
華
街

で
あ
り
、
オ
フ
ィ
ス
街
と
し

て
に
ぎ
わ
う
新

宿
は
、
裏
道
に

入
る
と
意
外
な

�
顔
�
を
持
つ

店
や
ス
ポ
ッ
ト

が
あ
る
。

午
前
１０
時
過

ぎ
、
ま
ず
訪
れ

た
歌
舞
伎
町
か

い
わ
い
で
、
同

町
誕
生
時
（
１

９
４
８
年
）
か

ら
開
業
す
る
小
売
り
茶
店
を

訪
ね
、
さ
ら
に
、
ホ
ス
ト
ク

ラ
ブ
前
で
ホ
ス
ト
に
�
突
撃

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
�
。
新
宿
駅

前
で
は
、
雑
誌
『
ビ
ッ
グ
イ

シ
ュ
ー
』
の
販
売
員
か
ら
話

を
聞
い
た
。

そ
の
後
、
新
宿
２
丁
目
周

辺
に
移
動
し
、
自
主
流
通
出

版
物
を
扱
う
書
店
「
模
索

舎
」
、
イ
ン
フ
ォ
シ
ョ
ッ
プ

「
イ
レ
ギ
ュ
ラ
ー
・
リ
ズ
ム

・
ア
サ
イ
ラ
ム
」
と
「
カ
フ

ェ
・
ラ
バ
ン
デ
リ
ア
」
を
訪

れ
た
。

訪
問
先
は
後
藤
准
教
授
が

「
自
分
の
好
き
な
こ
と
、
や

り
た
い
こ
と
、
『
自
由
』
を

大
切
に
し
つ
つ
、
生
き
る
可

能
性
や
、
人
と
人
と
の
思
い

が
け
な
い
出
会
い
の
面
白
さ

を
、
学
生
に
感
じ
て
も
ら
え

る
よ
う
な
魅
力
的
な
人
や
場

所
」
を
選
ん
だ
。

長
野
県
上
田
市
出
身
の
依

田
峻
弥
さ
ん（
人
間
科
学
１
）

は
「
新
宿
は
大
学
受
験
の
時

に
訪
ね
て
以
来
で
、
そ
の
時

は
こ
の
街
の
迫
力
に
た
だ
た

だ
圧
倒
さ
れ
た
。
今
回
の
訪

問
で
型
に
は
ま
っ
た
仕
事
に

背
を
向
け
、
個
性
的
な
活
動

を
す
る
店
や
人
々
を
知
り
、

新
宿
の
見
方
が
変
わ
っ
た
。

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
、
本
音
を

聞
き
出
す
難
し
さ
と
共
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
で
は

知
り
え
な
い
た
く
さ
ん
の
発

見
が
あ
っ
た
」
と
語
っ
た
。

人
間
科
学
部
社
会
学
科
に
４
月
に
入
学
し
た
１
年
次

生
が
、
社
会
学
を
学
ぶ
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て

企
画
さ
れ
た
フ
レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
・
セ
ミ
ナ
ー
の
「
ま
ち

あ
る
き
」
に
参
加
し
た
。
学
生
た
ち
は
小
田
急
線
・
千

代
田
線
沿
線
の
地
域
を
歩
き
な
が
ら
、
社
会
学
的
な

〝
ま
な
ざ
し
〟
を
も
っ
て
見
慣
れ
た
日
常
を
と
ら
え
な

お
し
て
み
る
体
験
を
し
た
。

人
間
科
学
部
社
会
学
科
は

カ
ナ
ダ
の
ト
ロ
ン
ト
大
学
の

ボ
ニ
ー
・
Ｈ
・
エ
リ
ク
ソ
ン

教
授
に
よ
る
特
別
講
義
を
行

っ
た
。
エ
リ
ク
ソ
ン
教
授
は

同
学
部
の
秋
吉
美
都
教
授
と

親
交
が
深
く
、
そ
の
縁
で
最

新
の
研
究
成
果
を
本
学
に
披

露
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
講

義
は
「
社
会
意
識
論
Ⅰ
」（
担

当
‥
嶋
根
克
己
教
授
）
の
授

業
時
間
に
合
わ
せ
、
５
月
１８

日
、
生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
、
１
０
０
人
の
学
生
と

教
員
が
聴
講
し
た
。

エ
リ
ク
ソ
ン
教
授
は
社
会

関
係
資
本
（
人
間
同

士
の
社
会
的
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
）
論
研
究
の

第
一
人
者
。
今
回
の

講
義
で
は
特
に
少
数

移
民
の
社
会
関
係
資

本
に
関
す
る
最
新
の

研
究
成
果
を
紹
介
。
人
間
関

係
の
強
弱
に
よ
っ
て
も
た
ら

さ
れ
た
効
果
の
違
い
に
つ
い

て
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
結
果

を
挙
げ
て
説
明
し
た
。

そ
の
中
で
、
仕
事
探
し
に

関
す
る
調
査
で
は
、
学
歴
と

収
入
が
高
い
エ
ス
ニ
ッ
ク
グ

ル
ー
プ
で
は
同
じ
グ
ル
ー
プ

の
人
に
頼
る
こ
と
で
良
い
仕

事
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

が
、
低
い
グ
ル
ー
プ
で
は
同

じ
グ
ル
ー
プ
の
つ
て
で
は
思

う
よ
う
な
仕
事
に
就
け
ず
、

む
し
ろ
関
係
の
弱
い
別
の
グ

ル
ー
プ
に
頼
る
方
が
良
い
職

を
得
ら
れ
る
と
い
う
結
果
が

出
た
。

し
か
し
精
神
的
サ
ポ
ー
ト

と
い
う
面
で
は
、
同
グ
ル
ー

プ
の
人
と
の
強
い
つ
な
が
り

に
よ
っ
て
よ
り
高
い
効
果
が

得
ら
れ
る
と
い
う
。

最
後
に
「
日
本
の
少
子
化

問
題
は
、
移
民
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
一
つ
の
解
決
策
に

な
る
の
で
は
。
就
労
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
や
家
族
単
位
で
移
民

を
受
け
入
れ
る
政
策
を
講

じ
、
強
弱
両
方
の
つ
な
が
り

を
生
か
し
、
日
本
人
と
移
民

が
お
互
い
に
助
け
合
え
る
仕

組
み
を
つ
く
れ
ば
よ
り
よ
い

社
会
が
で
き
る
」
と
結
ん
だ
。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
の
周

辺
で
学
生
た
ち
に
人
気
の

あ
る
お
店
や
ス
ポ
ッ
ト
を

紹
介
す
る
「
専
大
と
と
も

に

生
田
探
索
」
（
特
別

編
）
。
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
目
指
す
内
藤
大
地
さ
ん

（
平
２４
文
）
が
訪
ね
た
。

◇

ブ
ル
ー
パ
ブ
「
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
」
は
、
欧
米
の
伝

統
的
手
造
り
製
法
で
醸
造

し
（
ｂ
ｒ
ｅ
ｗ
）
、
併
設

の
パ
ブ
（
ｐ
ｕ
ｂ
）
で
ビ

ー
ル
を
提
供
す
る
川
崎
市

初
の
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル

（
地
ビ
ー
ル
）
店
。

「
お
い
し
い
ビ
ー
ル
を

リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
価
格
で
」

が
モ
ッ
ト
ー
。
ビ
ー
ル
小

ジ
ョ
ッ
キ
３
０
０
円
～
と

い
う
安
さ
だ
。
麦
１
０
０

％
の
ビ
ー
ル
を
小
型
の
タ
ン
ク
で
醸

造
す
る
た
め
、
少
量
で
も
多
品
種
の

ビ
ー
ル
を
造
れ
る
の
が
特
色
。

パ
ブ
で
は
、
ラ
ガ
ー
、
ピ
ル
ス
ナ

ー
、
ス
タ
ウ
ト
な
ど
常
時
１０
種
類
の

さ
ま
ざ
ま
な
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
同
店
の
ビ
ー

ル
は
市
販
品
と
違
っ
て
ガ
ス
圧
が
低

く
、
炭
酸
が
優
し
く
体
に
作
用
す
る

た
め
、
食
事
を
し
な
が
ら
味
わ
う
の

に
最
適
。

「
多
摩
の
泉
」「
中
野
島
」「
枡
形

城
」
「
登
戸
の
渡
し
」
な
ど
一
つ
ひ

と
つ
に
、
一
般
公
募
の
名
前
が
付
け

ら
れ
て
い
る
。

今
春
、
生
田
緑
地
に
再
オ
ー
プ
ン

し
た
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
「
か
わ
さ
き

宙
と
緑
の
科
学
館
」を
記
念
し
て
、産

学
官
共
同
で
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
ス

ピ
カ
」
（
麦
の
穂
の
意
）
を
開
発
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
と
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン

は
、
本
学
商
学
部
の
前
川
明
彦
ゼ
ミ

生
が
行
っ
た
∥
本
紙
５
０
０
号
参

照
。店

主
の
山
中
貞
博
さ
ん
は
Ｊ
Ｍ
Ａ

（
日
本
マ
イ
ク
ロ
ブ
ル
ー
ワ
ー
ズ
協

会
）
会
長
。
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
造
り

の
パ
イ
オ
ニ
ア
。
永
年
に
わ
た
っ
て

極
め
て
き
た
�
ビ
ー
ル
道
�
で
製
造

の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
広
め
て
き
た
。

川
崎
市
内
で
初
め
て
小
口
醸
造
の

ビ
ー
ル
と
し
て
免
許
を
取
得
し
、「
生

田
か
い
わ
い
登
戸
商
店
街
を
う
ま
い

地
ビ
ー
ル
で
活
性
化
し
た
い
」
と
、

２
０
０
９
年
５
月
に
開
店
し
た
。

「
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
は
鍋
と
バ
ケ

ツ
が
あ
れ
ば
で
き
る
。
大
切
な
の
は

情
熱
。
私
は
毎
朝
、
イ
ー
ス
ト
菌
と

会
話
を
し
な
が
ら
ビ
ー
ル
を
造
っ
て

い
ま
す
」

和
・
洋
・
中
・
韓
そ
ろ
っ
た
料
理
も

充
実
。
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
で
持

ち
帰
り
も
可
能
。
手
造
り
ビ
ー
ル
教

室
や
音
楽
ラ
イ
ブ
も
開
催
し
て
い

る
。※

ブ
ル
ー
パ
ブ
「
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
」
∥
神
奈
川
県
川
崎
市
多
摩
区
登

戸
１
８
１
８
☎
０
４
４
・
９
３
０
・

１
０
１
８

１６
時
３０
分
～
２３
時
（
土

・
日
は
１１
時
３０
分
～
）
火
曜
定
休
。

文
学
部
人
文
・
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
学
科

「
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
難
し
い
け
れ
ど
楽
し
い
」

◀

ま
ろ
や
か
な
ビ
ー
ル
は
料
理

に
合
う
…
左
が
山
中
さ
ん

協
力
講
座「
報
道
写
真
論
」

人
間
科
学
部
社
会
学
科
１
年
次
生
が「
ま
ち
あ
る
き
」

ブルーパブ「ムーンライト」

長倉洋海さん「報道写真が持つ力と可能性」語る

世界観の「違う」人と「重なる」世世界界観観のの「「違違うう」」人人とと「「重重ななるる」」

「
裏
道
で
知
っ
た
新
宿
の
意
外
な�
顔
�」

―
後
藤
基
礎
ゼ
ミ
生

②生生田田探探索索

川崎初の地ビール店 体に優しくおいしい

とともに大

▲

朝
の
歌
舞
伎
町
・
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
前
で

専

人間科学部
社 会 学 科

加
・
ト
ロ
ン
ト
大
教
授
を
招
き

社
会
関
係
資
本
・
特
別
講
義

特別編

▲ 「ムーンライト」の店頭

▲ 講義するエリク

ソン教授

▲

学
生
に
講
義
す
る
長
倉
さ
ん
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